
新築仕様（対象：外部）　 （23℃）

工 程 材　　　　　料 調　合
（重量比）

所要量※1

（㎏ / ㎡） 塗回数
間 隔 時 間（hr）

備　　　　考
工程内 工程間 最終養生

※2
素 地 調 整

●  下地はよく乾燥させ、含水率10％以下、pH10以下としてください。
●  付着物は完全に除去し、傷、不陸、目違いなどは補修調整してください。 －

１
※3
下 塗 り 水性ミラクシーラーエコクリヤー 既調合 0.10 ～ 0.13 1 － 2以上 －

ローラー、刷毛
エアレススプレーガン
吐出量：600～1000ml/分
パターン幅：25～30cm

2
※4

上 塗 り
水 性 エ コ フ ァ イ ン 100 0.25 ～ 0.30

2 2以上 － 24以上
ローラー、刷毛
エアレススプレーガン
吐出量：600～1000ml/分
パターン幅：25～30cm清 　 水 5～ 15 －

新築仕様（対象：内部）　   （23℃）

工 程 材　　　　　料 調　合
（重量比）

所要量※1

（㎏ / ㎡） 塗回数 間 隔 時 間（hr） 備　　　　考
工程内 工程間 最終養生

素 地 調 整
●  下地はよく乾燥させ、含水率10％以下、pH10以下としてください。
●  付着物は完全に除去し、傷、不陸、目違いなどは補修調整してください。 －

１
※2、3
下 塗 り 水性ミラクシーラーエコクリヤー 既調合 0.10 ～ 0.13 1 － 2以上 －

ローラー、刷毛
エアレススプレーガン
吐出量：600～1000ml/分
パターン幅：25～30cm

（2）
※4、5
パ テ か い
研 磨

●  仕上げ用パテを使用し、凹部を中心にへらでパテかいする。
●  Ｐ220～240のサンドペーパーでパテかい部を中心に均一に研磨する。 －

3
※6

上 塗 り
水 性 エ コ フ ァ イ ン 100 0.25 ～ 0.30

2 2以上 － 24以上
ローラー、刷毛
エアレススプレーガン
吐出量：600～1000ml/分
パターン幅：25～30cm清 水 5～ 15 －

改修仕様：旧塗膜が活膜の場合（対象：外部） （23℃）

工 程 材　　　　　料 調　合
（重量比）

所要量※1

（㎏ / ㎡） 塗回数
間 隔 時 間（hr）

備　　　　考
工程内 工程間 最終養生

※2、3、4
下 地 調 整

●  旧塗膜に付着している塵、ほこり、汚れなどを除去してください。
●  旧塗膜に脆弱層がある場合は、これを除去後、補修調整してください。 －

※5、6
上　 塗　 り

水 性 エ コ フ ァ イ ン 100 0.25 ～ 0.30
2 2以上 － 24以上

ローラー、刷毛
エアレススプレーガン
吐出量：600～1000ml/分
パターン幅：25～30cm清 　 水 5～ 15 －

鉄部仕様（対象：内部及び非雨掛かりの外部の鉄・アルミニウム 他）　   （23℃）

工 程 材　　　　　料 調　合
（重量比）

所要量
（㎏ / ㎡） 塗回数 間 隔 時 間（hr） 備　　　　考

工程内 工程間 最終養生
※1
素 地 調 整

●  被塗装物のミルスケール、ほこり、油脂分、余分な水分等を除去し、清浄にしてください。
●  さびや浮き塗膜、粉化物は、サンドペーパーやディスクサンダー等により十分に除去してください。 －

１
※2
下 塗 り

水 性 エ ポ サ ビ ア ン ダ ー 100 0.12 ～ 0.16
1 － 3以上 －

ローラー、刷毛
エアレススプレーガン
吐出量：600～1000ml/分
パターン幅：25～30cm清 　 　 　 水 0～ 10 －

2
※3

上 塗 り
水性エコファイン艶有り＊ 100 0.25 ～ 0.30

2 2以上 － 24以上
ローラー、刷毛
エアレススプレーガン
吐出量：600～1000ml/分
パターン幅：25～30cm清 水 5～ 15 －

※１） 「所要量」は塗装条件等により異なりますが、被塗装面に付着させる塗料の「標準塗付け量」は、水性ミラクシーラー
エコクリヤーで 0.08 ～ 0.10 ㎏／㎡、水性エコファインで 0.22～ 0.24 ㎏／㎡となります。各材料の使用数量など
を算出する際には、「所要量」を基準としてください。

※２） ALC 面、多孔質下地、粗面、その他下地に問題がある場合にはカケンフィラー（粉体 20 ㎏袋、混和液 10 ㎏
石油缶）、ミラクファンドＫＣ -1000（粉体 20 ㎏袋、混和液 5 ㎏ポリ容器）などにて下地調整を行った後、
下塗材を塗付してください。

※１） 「所要量」は塗装条件等により異なりますが、被塗装面に付着させる塗料の「標準塗付け量」は、水性ミラクシー
ラーエコクリヤーで0.08～ 0.10㎏／㎡、水性エコファインで0.22～ 0.24㎏／㎡となります。各材料の使用数量
などを算出する際には、「所要量」を基準としてください。

※２） 下地の状況に応じて下塗材の選定を行ってください。詳しくは、最寄りの各営業所へお問い合わせください。
※３） この他下塗材として、白色タイプの水性ミラクシーラーエコ ホワイト（15 ㎏石油缶）もご使用いただけます。
※４） 仕上げ用のパテが防かび剤を含有する場合、塗膜に支障をきたす可能性がありますので、試験塗りを行い、十分に確認

＊　この他水性エコファイン半艶、3分艶も適用できます。水性エコファイン艶消しは適用できません。
※１） 素地調整は、さび止め塗装工事の耐久性を高める重要な工程となりますので、入念な処理を行ってください。
※２） 水性エポサビアンダーの希釈率は、スプレー塗り時で「5～10」、刷毛、ローラー塗り時で「0～ 5」となります。

※１） 「所要量」は塗装条件等により異なりますが、被塗装面に付着させる塗料の「標準塗付け量」は、水性エコファインで
0.22～ 0.24 ㎏／㎡となります。各材料の使用数量などを算出する際には、「所要量」を基準としてください。

※２） 旧塗膜に光沢が十分残っている場合など下地の状態により、シーラーや表面の目荒しが必要な場合がありますので、施工
前に試験塗りを行うことをおすすめします。吸い込みが著しい下地の場合、下塗材として水性ミラクシーラーエコクリヤー／
ホワイト（15㎏石油缶）を予め塗付してください。素地調整について、詳しくは最寄りの各営業所へお問い合わせください。

※３） 旧塗膜の種類によってはシーラーを必要とする場合があります。詳しくは最寄りの各営業所へお問い合わせください。

※３） この他下塗材として、水性ミラクシーラーエコホワイト（15 ㎏石油缶）もご使用いただけます。押出成形セメント板、
ＧＲＣ板、ＰＣ部材などには下塗材として★エスケーハイブリッドシーラーEPO（15 ㎏セット）、または★マイルド
シーラーEPO（クリヤー・ホワイト、14 ㎏セット）をご使用ください。また、軽量ＰＣへの施工は避けてください。

※４） 水性エコファインの清水での希釈率は、スプレー塗り時で「10～15」、刷毛、ローラー塗り時で「5～10」となります。
※５） 防火認定仕様につきましては、最寄りの各営業所へお問い合わせください。なお、防火認定仕様は塗付け量が

基準となります。「塗付け量」は、「実際に塗付けしている塗装材料の重量」のことであり、「所要量」とは意味
合いが異なりますのでご注意ください。

した上で本施工に入ってください。
※５） パテかい部が他の面と比べ、吸込み差を生じるおそれがある場合は、パテかい部を中心に下塗材を塗付してください。
※６） 水性エコファインの清水での希釈率は、スプレー塗り時で「10 ～15」、刷毛、ローラー塗り時で「5～10」となります。
※７） 防火認定仕様につきましては、最寄りの各営業所へお問い合わせください。なお、防火認定仕様は塗付け量が基準とな

ります。「塗付け量」は、「実際に塗付けしている塗装材料の重量」のことであり、「所要量」とは意味合いが異なります
のでご注意ください。

※３） 水性エコファイン艶有りの希釈率は、スプレー塗り時で「10 ～15」、刷毛、ローラー塗り時で「5～10」となります。
※４） 水性エポサビアンダーの乾燥膜厚は35μmです。（乾燥膜厚は、標準的な塗装条件や下地を想定したときの目安を示し

たものです。膜厚は、塗装条件や器具、塗装部位の形状、下地の状態等によって異なりますので、ご了承ください。）

※４） 旧塗膜のパターンを変更したい場合などには、水性ソフトサーフＳＧ（16㎏石油缶）をご使用いただけます。詳しくは最寄り
の各営業所へお問い合わせください。

※５） 水性エコファインの希釈率は、スプレー塗り時で「10 ～15」、刷毛、ローラー塗り時で「5～10」となります。
※６） 所要量は、下地の形状によって大きく異なります。凹凸がある下地の場合の所要量は0.30～ 0.35㎏／㎡を目安としてくだ

さい。



項　　目 結果 品　　質

容器の中の状態 合格 硬い塊がなくて一様になる。

塗装作業性 合格 支障がない。

塗膜の外観 合格 正常である。

低温安定性（－5℃） 合格 変質しない。

表　面
乾燥性

常温乾燥 合格 2時間以内で表面乾燥する。

低温乾燥 合格 4時間以内で表面乾燥する。

隠ぺい率 ％〔白及び淡彩色〕 98 95以上

鏡面光沢度（60度） 82 70以上

耐水性 合格 異常がない。

耐アルカリ性 合格 異常がない。

耐洗浄性 合格 洗浄に耐える。

耐浸潤冷熱繰返し性 合格 湿潤冷熱繰返しに耐える。

促進耐候性 合格 光沢保持率が60％以上、白亜化の等級は1又は0で、色の変化
の程度が見本品に比べて差がない。

屋外暴露耐候性 合格 白亜化の等級は2，1又は0で、割れ、はがれ、膨れ及び穴がなく、
色とつやとの変化の程度が見本品に比べて差がない。

この試験結果は水性エコファイン艶有りのものです。

項　　目 結果 品　　質

容器の中での状態 合格 かき混ぜたとき、堅い塊がなくて一様になるものとする。

塗装作業性 合格 2回塗りで、塗装作業に支障があってはならない。

低温安定性（－5℃） 合格 変質してはならない。

乾 燥 時 間
標準状態 合格 2時間以内

5℃ 合格 4時間以内

塗膜の外観 合格 塗膜の外観が正常であるものとする。

隠ぺい率 ％〔白及び淡彩〕 98 93以上

耐水性 合格 96時間浸したとき異常がないものとする。

耐アルカリ性 合格 48時間浸したとき異常がないものとする。

耐洗浄性 合格 500回の洗浄に耐えるものとする。

促進耐候性 合格 異常がない。

屋外暴露耐候性 合格 12か月の試験で、膨れ、はがれ及び割れがなく、色の変化と
白亜化の程度が見本品に比べて大きくないものとする。

この試験結果は水性エコファイン艶消しのものです。

物　　質　　名 室内濃度指針値（μｇ／㎥） 水性エコファイン
ホルムアルデヒド（＊） 100（0.08ppm） 配合せず
トルエン（＊） 260（0.07ppm） 配合せず
キシレン（＊） 200（0.05ppm） 配合せず
パラジクロロベンゼン（＊） 240（0.04ppm） 配合せず
エチルベンゼン（＊） 3800（0.88ppm） 配合せず
スチレン（モノマー）（＊） 220（0.05ppm） 配合せず
クロルピリホス 1（0.07ppb）小児0.1（0.007ppb） 配合せず
フタル酸ジ－ｎ－ブチル 17（1.5ppb） 配合せず
テトラデカン 330（0.04ppm） 配合せず
フタル酸ジ－２－エチルヘキシル 100（6.3ppb） 配合せず
ダイアジノン 0.29（0.02ppb） 配合せず
アセトアルデヒド 48（0.03ppm） 配合せず
フェノブカルブ 33（3.8ppb） 配合せず
※本カタログ製作時における指定物質
＊は文部科学省が「学校環境衛生の基準」の中で規定している対象物質です（室内濃度指針値は同じ）。

日本塗料工業会塗料分類W1の基準 水性エコファイン
芳香族系溶剤  0.1％未満 適合
ＴＶＯＣ  1％未満 適合


